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関について: 従来，血中テストステロン (T) は加令変化をしめすとされている。本研究では 9 カ月








血清T測定はクロマトグラフィー操作を省略した Makino らの方法に準じ RIA 法により行った。
intraassay 変動係数は 5.6 %, interassay 変動係数は 1 1. 2 %であった。 LH， FSH, PRL ならびに成
長ホルモン (GH) は RIA法にて，また，コルチゾール (F) は competitive protein binding assay 
法にて測定した。
【 I 】 143 名の健常男子を年令順に群別した。 20 歳以下は 0-5 歳， 6 -10 歳， 11 - 14 歳， 15-




1) 血清T値: 10 歳までは平均 23ng /dl と低値を示し， 11 ~ 14 歳では平均 100 ng/dl と急激に
増加し， 15 - 19 歳では平均 364ng/dl となり，乙の値は 20 歳以降の各年代層の平均値 (393-468 
ng/dl) と有意差を示さなかった。20歳以降のT値は80歳以上の高令に到るまでほとんど低下せず，加令
と相関しなかった。
2) 血清ゴナドトロビン値: 10 歳未満の平均値は 4.4 mIU/仇2 と低値を示すが， 11 - 14 歳になると
9.9 mIU/mi と有意の増加を示し， 15 - 19 歳では成人男子の平均値に達する。 20-40 歳台は平均
10.1 -13.4 mIU/ mi と変化しないが， 50 歳以降漸増し 80 歳以上の平均値は 93.0mlU/mi と， 20-40 
歳台に比べ約 9 倍近い増大を認めた。 20 歳以後の LHの経年的変化と年令との間には有意な相関が認め
られた。 FSHの経年的変化もほぼLHの変化と同様であった。
【 E 】成人健康常男子ボランティア 5 名について睡眠実験室にて睡眠中のポリグラフを記録し，同時に
肘静脈カテーテルより 30分毎に採血を行った。全員に睡眠，断眠実験の両方を施行した。 2 名について
はさらに急性睡眠逆転実験も試みた。
1) 夜間睡眠期とホノレモンレベノレ :T と PRL は REM期には覚醒期に比べ有意の増加を示したが，




3 時間単位に A ，....， D の 4 期に区切ってそれぞれの時期の平均値を算出し， A期に対する比較を行った。
睡眠中には Tは D期に， PRL は C ・ D期に有意の増加を認めた。 LHはし、ずれの期にも有意の変化を
呈さず， F は D期に著しい増加を示した。
夜間断眠中にも Tは D期に有意に増加したが， PRL は全く増加しなかった。 LH はし 1ずれの期も有意
の変化を示さなかった。 F は D期に著明な増加を示した。
3) 急性睡眠覚醒逆転時のホルモンレベル: 2 名に一夜断眠させた後，昼間に睡眠をとらせたが，両
名とも T値は早朝に最大値を示した口昼間睡眠中のレベルは両名とも昼間覚醒中のレベルと同程度であ
った。 LH は一定した傾向を呈さず， Tの変動との間には相関関係は認められなかった。 PRL と GHは
昼間睡眠中にも分泌増加を示した。 F は睡眠とは無関係に早朝に高く深夜に低いパターンを示した。
(総括)
【 I 】①従来の報告と異なり血清Tの平均値は 15-19 歳のクールーフ。から 80 歳以上のグループまで有意
差を示さなかった。②血清コーナドトロビンは 50 歳以降に増加し，高令者ではその著増によって血清 T
値は低下しないものと推定された。
<E >(T には早朝に高値を示す日内変動がある。②Tの早朝の増加は睡眠あるいは睡眠期と無関係で
ある。③Tの変動は LHや PRL の変動とも相関しない。④その変動は，コルチゾールと同様に内因性日
内リズム機構にもとづくものと考えられるが，その成立機序は不明である。
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論文の審査結果の要旨
本研究は健常男子の多数例についてテストステロン，ゴナドトロピンの加令変化を明らかにし，テス
トステロンの日内リズムとくに睡眠との関係について検討を加えたものである o その結果，テストステ
ロン値は早朝に高い日内リズムを示すが，睡眠とは無関係でLHやプロラクチンの変動とも相関せず，
コルチゾールに似た内因性日内リズム機構による乙とを明らかにしたものである o
? ?? ?つ臼
